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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年12月16日(2010.12.16)

【公開番号】特開2009-109957(P2009-109957A)
【公開日】平成21年5月21日(2009.5.21)
【年通号数】公開・登録公報2009-020
【出願番号】特願2007-285016(P2007-285016)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０１Ｄ
   Ｇ０３Ｇ   9/08    　　　　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３２１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０７Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月29日(2010.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潜像担持体と、トナー担持体および前記トナー担持体上にトナー層を形成するトナー規
制部材を備えた現像装置とを用い、前記潜像担持体上に形成された静電潜像を非磁性一成
分トナーによって現像する現像工程を含む画像形成方法であって、
　前記トナー担持体の表面層は、弾性率の異なる２種類の樹脂粒子Ａおよび樹脂粒子Ｂを
少なくとも含有する表面層であり、
　前記樹脂粒子Ａの弾性率が、０．０５ＭＰａ乃至０．２５ＭＰａであり、
　前記樹脂粒子Ｂの弾性率が、０．５０ＭＰａ乃至２．００ＭＰａであり、
　前記トナーは、結着樹脂、着色剤、及びワックス成分を少なくとも含有するトナー粒子
と、無機微粉体とを含有するトナーであり、
　前記トナーに対する微小圧縮試験において、測定するトナーの粒子径をＤ（μｍ）、ト
ナーの１粒子に負荷速度９．８×１０－５Ｎ／ｓｅｃで荷重９．８×１０－４Ｎを負荷し
たときの最大変位量をＸ１００（μｍ）、荷重２．０×１０－４Ｎ時の変位量をＸ２０（
μｍ）としたとき、下記式（１）及び（２）を満たすことを特徴とする画像形成方法。
式（１） ０．４００≦Ｘ１００／Ｄ≦０．８００
式（２） ０．０２０≦Ｘ２０／Ｄ≦０．０６０
【請求項２】
　前記トナーのフローテスター昇温法による１００℃の粘度が６．０×１０３Ｐａ・ｓ乃
至４．５×１０４Ｐａ・ｓであることを特徴とする請求項１に記載の画像形成方法。
【請求項３】
　前記トナーのテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）可溶分のゲルパーミエーションクロマトグ
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ラフィー（ＧＰＣ）により測定される分子量分布において、メインピークの分子量（Ｍ１
）が１０，０００乃至８０，０００であり、
　前記分子量分布のチャートにおいてメインピークの分子量（Ｍ１）の高さをＨ（Ｍ１）
、分子量４，０００の高さをＨ（４，０００）としたとき、Ｈ（４，０００）：Ｈ（Ｍ１
）＝（０．１００乃至０．９５０）：１．０００、を満足することを特徴とする請求項１
または２に記載の画像形成方法。
【請求項４】
　前記トナーのテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）可溶分のゲルパーミエーションクロマトグ
ラフィー（ＧＰＣ）により測定される重量平均分子量が、２０，０００乃至６０，０００
であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の画像形成方法。
【請求項５】
　前記トナーの個数平均粒子径（Ｄｔ１）が、３．０μｍ乃至８．０μｍであり、
　前記トナー担持体の表面層に含まれる樹脂粒子の体積平均粒子径分布において、３．０
μｍ乃至３０．０μｍの範囲内に少なくとも２つのピーク粒子径ＤＰＡ［μｍ］およびＤ
ＰＢ［μｍ］を有し、前記Ｄｔ１、ＤＰＡ及びＤＰＢが、３．０≦Ｄｔ１＜ＤＰＡ＜ＤＰ
Ｂ≦３０．０の関係を満足し、前記ピーク粒子径ＤＰＡが前記樹脂粒子Ａ由来であり、前
記ピーク粒子径ＤＰＢが樹脂粒子Ｂ由来であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
か一項に記載の画像形成方法。
【請求項６】
　前記トナー担持体の表面層に含まれる樹脂粒子の体積平均粒子径分布において、前記Ｄ
ｔ１、ＤＰＡ及びＤＰＢが、３．０≦Ｄｔ１＜ＤＰＡ＜ＤＰＢ≦３０．０および４．０≦
ＤＰＢ－ＤＰＡ≦１２．０を同時に満足し、前記ピーク粒子径ＤＰＡが前記樹脂粒子Ａ由
来であり、前記ピーク粒子径ＤＰＢが樹脂粒子Ｂ由来であることを特徴とする請求項５に
記載の画像形成方法。
【請求項７】
　前記トナー粒子は、水系媒体中で懸濁重合法によって製造されるトナー粒子であること
を特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像形成方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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